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B M L の 想 い

財 務 ハ イ ラ イ ト
売 上 高 （百万円）
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医療界に信頼され
選ばれる企業をめざす

営 業 利 益 （百万円） 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （百万円）

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型
コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の進展もあり、
段階的に経済活動が再開され、一部で持ち直しの動きがみら
れるものの個人消費の減少に加え企業活動が制限されるなど、
先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況のもと受託臨床検査業界におきましては、
新型コロナウイルス感染症の影響により患者数は弱含みで
推移しているものの、新型コロナウイルス関連検査の需要が
伸張していることで市場規模は拡大しております。しかしな
がら同業他社との競争は続いており、事業環境は引き続き厳
しい状況にあります。

こうした中で、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高
95,700百万円（前年同期比60.0％増）、営業利益27,525

百万円（前年同期比453.4％増）、経常利益28,433百万円
（前年同期比439.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利
益18,761百万円（前年同期比433.8％増）となり売上高およ
び利益ともに大幅に増加いたしました。

第8次中期経営計画（2021年度～2023年度）の初年度
にあたり、引き続き第6次中期経営計画から取り組んでまいり
ました品質・サービスの向上をより一層推し進め、グループ
ビジョンである「医療界に信頼され選ばれる企業をめざす」
を飛躍させてまいります。

株主のみなさまには、一層のご指導とご支援を賜りますよう、
よろしくお願いいたします。

代表取締役社長　近藤 健介

平素は、格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
ここに、第67期中間報告書

（2021年4月1日～
  2021年9月30日）を
お届けするにあたり、
ご挨拶申し上げます。

株主のみなさまへ
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営 業 の 概 況

事業別
売上高構成比

94.8%

事業別
売上高構成比

2.3%

事業別
売上高構成比

2.1%

事業別
売上高構成比

0.8%

事業内容 事業内容事業内容 事業内容

臨床検査事業
医療情報システム

事業食品検査事業等 その他事業

業績 業績業績 業績

■ 臨床検査　
■ 治験検査

■ 電子カルテシステム　
　‒ 開発・販売
　‒ 保守サービス

■ 食品検査
■ 食品衛生コンサルティング
■ 環境検査

■ 調剤薬局
■ SMO

連結
売上高

連結
売上高

連結
売上高

連結
売上高90,695百万円 2,231百万円2,033百万円 739百万円

ルーチンから特殊検査まで
4,000項目を超える検査を実
施しています。

診療所版電子カルテシステム
「クオリス（Qualis）」と「メディ	
カルステーション（MS）」の販	
売・保守を行っています。

食環境の総合的な衛生
管理、消費者の健康と
食の安全を支援してい
ます。

調剤薬局事業と高精度検
査で医薬品開発をサポー
トしています。※ SMO： 特定の医療機関（治験実

施施設）と契約し、その施設に限
定して治験業務を支援する機関。

新規獲得を図るとともに、
新規検査項目、独自検査
項目、重点検査項目拡販
などの深耕営業を実施し、
業績の拡大を図りました。
また、新型コロナウイル
ス関連検査も堅調に推移
したことから、臨床検査
事業の売上高は、前年同
期比64.2％の増収となり
ました。なお、新型コロ
ナウイルス関連検査に関
して、新たに5本プール
法PCR検査やゲノム解析
の受託を開始しておりま
す。

新規販売において営業活
動の制限を受けているも
ののオンライン資格確認
の受注件数が増加したこ
とや設置施設数の増加に
伴い保守売上が堅調に推
移したことにより前年同
期比6.3％の増収となりま
した。

新型コロナウイルスの感
染拡大の影響から、取引
施設の営業自粛等が発生
しており、 食品コンサル
ティング、ノロウイルス
検査等は厳しい状況にあ
ります。しかしながら、前
年同時期と比較して、持
ち直しの動きもみられて
いることもあり、 売上高
は前年同期比13.2％の
増収となりました。

調剤薬局事業で診療報酬
改定(薬価)の引き下げの
影響を受けたものの、新
型コロナウイルス感染拡
大に伴い外来患者数が減
少した前年の反動を受け
前年同期比4.9％の増収
となりました。
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連 結 決 算 の 概 要

連結貸借対照表の概要（百万円）

配当について

連結損益計算書の概要（百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書の概要（百万円）

　当社グループは、株主さまに対する利益還元を経営の重要課
題の一つと位置付けたうえで、安定的な経営基盤の確保と資本
利益率の向上に努めるとともに、配当については安定配当の維
持・継続を基本方針としつつ、連結業績に応じた配当水準の向
上に努めております。なお、当期の中間配当は35円とし、期
末配当の35円と合わせて年間では、1株当たり70円の配当と
なります。

　流動資産で現金及び預金、受取手
形及び売掛金が増加したこと等により、
162,430百万円（前期末比23,255
百万円増）となりました。

POINT! 資産
　支払手形及び買掛金、未払法人税
等が増加したこと等により、52,286
百万円（前期末比6,324百万円増）
となりました。

POINT! 負債

　利益剰余金が増加したこと等により、
110,144百万円（前期末比17,020
百万円増）となりました。

POINT! 純資産

　営業活動によるキャッシュ・フローは、
21,461百万円の資金収入（前年同期比
18,280百万円収入増）となりました。投
資活動によるキャッシュ・フローは、3,949
百万円の資金支出（前年同期比2,045百
万円支出増）となりました。財務活動によ
るキャッシュ・フローは、2,857百万円の資
金支出（前年同期比1,091百万円支出増）
となりました。

POINT! キャッシュ・フロー

　新型コロナウイルス関連検査が堅調に推移したことや、前年同時期に発生した新型コロナウイルス感染症の影響による
受診控えの反動もあり、売上高および利益ともに大幅に増加しました。

POINT! 連結損益計算書

さらに詳しい情報はWebへ BML　IR 検 索

当第2四半期連結会計期間末
（2021年9月30日現在）

資産合計
162,430

有形固定資産
31,811

無形固定資産
3,875
投資

その他の資産
5,950

流動資産
120,792

固定資産
41,637

負債・純資産合計
162,430

株主資本
104,090
その他の
包括利益累計額
1,024
新株予約権
37
非支配株主持分
4,990

流動負債
46,662
固定負債
5,623

負債
52,286

純資産
110,144

前連結会計年度末
（2021年3月31日現在）

資産合計
139,174

有形固定資産
30,685

無形固定資産
3,807
投資

その他の資産
5,731

流動資産
98,950

固定資産
40,224

負債・純資産合計
139,174

株主資本
87,320
その他の
包括利益累計額
1,057
新株予約権
44
非支配株主持分
4,701

流動負債
40,407
固定負債
5,644

負債
46,051

純資産
93,123

20.0
円

50.0
円

20.0
円

20.0
円

5.0
円
5.0
円

第2四半期
通期
記念配当

2022年3月期2021年3月期

35.0
円

35.0
円

（予想）

2020年3月期

当第2四半期連結累計期間
（2021年4月1日～2021年9月30日）

投資活動による
キャッシュ・フロー
△3,949

非連結子会社との合併に伴う
現金及び現金同等物の増加額

28

現金及び
現金
同等物の
期首残高
59,853

現金及び
現金
同等物の
四半期末残高
74,537

営業活動による
キャッシュ・フロー

21,461

財務活動による
キャッシュ・フロー
△2,857

18,761

28,433

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に
帰属する
四半期純利益

当第2四半期連結累計期間
（2021年4月1日～2021年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に
帰属する
四半期純利益

95,700

27,525

3,514

59,828

4,973 5,275

前第2四半期連結累計期間
（2020年4月1日～2020年9月30日）
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岡山医学検査センターは先進の検査機器とノウハウを融合した
検査体制を整え、岡山県内において臨床検査を中心に環境衛生
検査、機器試薬販売、調剤薬局などを積極的に展開しています。
倉敷本社のほか岡山市内・備前・津山に支所を置き、お客様のご
要望にきめ細やかに対応できる地域医療に密着したネットワークを
構築しています。

また、検体の受付から報告まで完全自動化し、Webによる結果

　当社では2007年1月に日本情報経済社会推
進協会（JIPDEC）よりプライバシーマークの認
定を取得。お預かりした個人情報の管理・運用を
徹底して行い、より一層安心と信頼をいただける
企業として今後も努めていきます。

照会や電子カルテとの連携により各種検査データをお客様のニーズ
に合わせて迅速にお届けするなど安定したシステムを確立し、身近
な検査室として地域医療を多面的にサポートしています。

「人間が健康に生きつづける為に　我社は医学検査を通じて医
療と公衆衛生の向上に　寄与することを使命とする」を社是とし、
日々進化する医療の技術や環境に迅速かつ柔軟に対応し、品質の
高いサービスをご提供できるよう不断の努力を続けてまいります。

特 集 株式会社
岡山医学検査センター

当社の連結対象会社の中から、今回は臨床検査や
調剤薬局を行っている岡山医学検査センターを	
ご紹介します。

プライバシーマーク取得 ISO15189取得

　また2010年8月には日本適合性認定協会
（JAB）よりISO15189の認定を取得。現場に
おける精度管理や、内部・外部による監査を通じ
て品質の向上に取り組み、安定した検査データ
を維持し続けています。

先進の臨床検査をコアに、地域医療を多面的にサポート

安心・安全なコンプライアンス管理体制を実現

プライバシーマークやISOの取得など、徹底した情報管理と安定した品質保持を行っています。

「365日 医療に奉仕」という使命感を大切にし、
地域医療へ貢献する

資 本 金： 4,950万円
従業員数： 359名

　（2020年度末）

会社概要
設 　 立： 1971年
売 上 高： 529,797万円

　（2020年度）

日々進化する、
医療の技術や環境に、
迅速かつ柔軟に対応

細菌検査
細菌検出により診断と治療をサポート

機器試薬販売
検査機器や医療材料、ITシステムなどを提供

環境分析
健康や環境の保全に貢献

病理検査
病理組織・細胞を総合的に診断

調剤薬局（スマイル薬局）
地域医療を支える“かかりつけ薬局”

医
療
関
連
業
界 血液検査

先進の検査機器とノウハウを
融合した検査体制

血液学的検査
生化学的検査
免疫・血清学的検査

経営方針
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株価チャート

会 社 概 要

発行済株式の総数 � 40,661,424株
� （自己株式3,353,302株除く）

単元株式数 � 100株

株主数 � 3,838名

大株主

株式分布状況

※当社は、自己株式3,353千株を保有していますが、上表からは除いています。

株主名 持株数（千株）持株比率（%）

株式会社ビーエムエル企画 10,154 24.97
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,450 8.49
近藤 健介 3,168 7.79
大塚製薬株式会社 2,000 4.92
近藤 シゲ 1,080 2.66

会社概要

グループ企業

公告掲載URL　http://www.bml.co.jp/
（ただし、電子公告によることができないやむを得ない事由が生じた
場合は、日本経済新聞に公告いたします。）

商号 株式会社ビー・エム・エル
（英名　BML, I NC.）

本社所在地 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-21-3
TEL: 03-3350-0111（代表）
http://www.bml.co.jp/

BML総合研究所 埼玉県川越市的場1361-1
TEL: 049-232-3131（代表）

設立 1955年7月
資本金 60億45百万円
従業員数 4,321名（連結）
事業内容 臨床検査の受託業務等

役員

代表取締役社長 近藤　　健介

代表取締役副社長 荒井　　信貴

取締役常務執行役員 千喜良　真人

取締役常務執行役員 武部　　憲尚

取締役執行役員 奈良部　　安

取締役執行役員 大澤　　英明

社外取締役 近藤　　俊之

社外取締役 寄高　由季子

社外取締役 新井　　龍晴

常勤監査役 森下　　健一

社外監査役 德尾野　信成

社外監査役 出縄　　正人

執行役員 榎本　　　聡

執行役員 山口　　敏和

執行役員 近藤　　正巳

執行役員 柴田　　健治

執行役員 武井　　勝明

執行役員 木越　　浩之

執行役員 青野　　道博

執行役員 矢野間　載洋

執行役員 山下　　祐二

執行役員 中原　　洋見

社長および副社長は執行役員を兼務しています。

（株）第一岸本臨床検査センター

（株）松戸メディカルラボラトリー

（株）岡山医学検査センター（株）ラボテック

微研（株） （株）愛媛メディカルラボラトリー

（株）ピーシーエルジャパン
（株）東京公衆衛生研究所
（株）ジャパンクリニカルサービス

（株）BMLライフサイエンス・ホールディングス
（株）アレグロ
（株）BMLフード・サイエンス

（株）日研医学

（株）東海細胞研究所

（株）BMLメディカルワークス

（株）オー・ピー・エル（株）九州オープンラボラトリーズ
（株）QOLセントラルラボラトリーズ
（株）協同医学研究所
（株）リンテック

（株）盛岡臨床検査センター

株価（円）出来高（株）

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

0

2,000

4,000

6,000

2018年
4月 5月 6月3月

2020年 2021年
7月 8月 9月2月

2019年
1月12月10月11月 4月 5月 6月 3月7月 8月 9月 2月1月12月10月11月 4月 5月 6月 3月7月 8月 9月 2月1月12月10月11月

所有者別
状況

所有数区分別
状況

（株主数）

金融機関 15.67%

金融商品取引業者 1.15%

その他の国内法人 32.15%

個人・その他 19.70%

外国人 23.71%

自己株式 7.62%

1単元以上 59.21%

5単元以上 6.41%

10単元以上 9.90%

50単元以上 1.77%

100単元以上 2.24%

500単元以上 0.73%

1,000単元以上 0.88%

5,000単元以上 0.41%

自己株式 0.03%

1単元未満 18.42%

株 式 の 状 況 （2021年9月30日現在）



飲料水検査、排水検査などの生
活環境に関わる検査や、残留農
薬検査、作業環境測定などの有
害物質の検査を行っており、測定
結果や基準値と照合した判定結果
を報告しています。飲料水検査の
一部の金属と残留農薬検査の一
部の農薬については、ISO17025
試験所認定を取得しています。

環境検査課

未払配当金のお支払い
株主名簿管理人※

住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等
〈証券会社をご利用の場合〉 〈証券会社をご利用でない場合〉

お取引の証券会社 特別口座の口座管理機関である
日本証券代行※

株主メモ

決算期 3月31日
定時株主総会 6月
基準日 定時株主総会権利行使株主確定 3月31日

株主配当金受領株主確定 3月31日
中間配当金受領株主確定 9月30日

株主名簿管理人 日本証券代行株式会社
東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号

（〒103-8202）
株式お手続き用紙のご請求をインターネット
でもお受け付けいたしております。
URL https://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html

各種手続のお申出先

（電話お問合せ・郵便物送付先）

※ 取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の全国本支店でも行っております。

日本証券代行株式会社
東京都杉並区和泉二丁目8番4号（〒168-8620）
0120-707-843（フリーダイヤル）

◀残留農薬検査（自動前処理装置）

▲飲料水検査（pH・色度・濁度計）

こんな検査をやってます !!

・�飲料水検査�
（pH値、色度、濁度、TOC、		亜硝酸態窒素など）
・�排水検査�
（BOD、ノルマルヘキサン		抽出物質含有量など）
・�残留農薬検査�（一斉分析セット、		作物別セットなど）
・�作業環境測定�（EOG滅菌ガス、		ホルムアルデヒドなど）


